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(百万円未満切捨て)

１．2026年２月期第３四半期の業績（2025年３月１日～2025年11月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年２月期第３四半期 1,482 △9.9 △128 － △127 － △128 －

2025年２月期第３四半期 1,645 △10.7 △172 － △170 － △170 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年２月期第３四半期 △43.37 －

2025年２月期第３四半期 △57.62 －

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年２月期第３四半期 1,262 911 72.2

2025年２月期 1,272 1,039 81.7
(参考) 自己資本 2026年２月期第３四半期 911百万円 2025年２月期 1,039百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年２月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2026年２月期 － 0.00 －
2026年２月期(予想) 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2026年２月期の業績予想（2025年３月１日～2026年２月28日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,833 △10.7 △196 － △196 － △197 － △66.49
(注) １.直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

２.業績予想に関する事項は、添付資料（Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来
予測情報に関する説明」）をご覧ください。



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年２月期３Ｑ 2,963,000株 2025年２月期 2,963,000株

② 期末自己株式数 2026年２月期３Ｑ 124株 2025年２月期 124株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年２月期３Ｑ 2,962,876株 2025年２月期３Ｑ 2,962,876株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監
査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっ
ての注意事項等については、添付資料（Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来
予測情報に関する説明」）をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、賃金上昇や人手不足を背景とした雇用・所得環境の改善、及び堅

調なインバウンド需要の継続により、緩やかな回復基調を維持しております。一方で、米国における高関税政策の

影響や中国経済の減速、地政学リスクの高まりといった外部要因のほか、為替変動及びエネルギー・原材料コスト

の変動、物価動向による個人消費への影響が懸念されるなど、先行きは依然として不透明な状況が続いておりま

す。

このような状況の中、当第３四半期累計期間における業績は売上高1,482,465千円（前年同期比9.9％減）、営業

損失128,382千円（前年同四半期は営業損失172,816千円）、経常損失127,996千円（前年同四半期は経常損失

170,212千円）、四半期純損失は128,513千円（前年同四半期は四半期純損失170,729千円）となりました。

当社の事業セグメントは、単一の事業セグメントでありますが、販売チャネルを区分した売上高の概況は次のと

おりであります。なお、従来、売上高を「TV通販」「ベンダー販売」「インターネット通販」「セールスプロモー

ション」「デモカウ」「その他」に区分しておりましたが、ECサイト「デモカウ」を「わくたんマーケット」へリ

ニューアルし、「わくたん」事業とブランド統合したことにともない、当第１四半期累計期間より、以下の区分に

変更しております。この変更にともない、前第３四半期累計期間との比較・分析は、変更後の区分に基づいており

ます。

① TV通販

当販売チャネルには、TV通販番組にて販売するため、TV通販番組運営会社に対する商品の売上が含まれます。

当第３四半期累計期間においては、OA件数の向上とテレビ放送での訴求内容・演出のクオリティ向上に取り組み

ました。ゴム加工を施したピーリングタオル「ゴムポンつるつる」、高濃度電解アルカリ水「超電水すいすい

水」、ジェルタイプの風呂用カビ取り剤「パルスイクロス」、ジェルタイプの風呂用カビ取り剤「スパイダージ

ェル」が売上を牽引し、売上高は671,888千円（前年同期比0.8％増）となりました。

② ベンダー販売

当販売チャネルには、小売店において店頭で販売するため、小売店に対する商品の売上が含まれます。当第３

四半期累計期間においては店頭実演の実施回数の増加を図り、売上高の向上に取り組みました。晴雨兼用の折り

たたみ傘「99Tsukumo傘」、ゴム加工を施したピーリングタオル「ゴムポンつるつる」、ゴム加工を施したバスブ

ラシ「ゴムポンバスブラシ」が売上を牽引し、売上高は283,784千円（前年同期比1.3％増）となりました。

③ インターネット通販

当販売チャネルには、インターネット上のショッピングモールでの商品の売上が含まれます。当第３四半期累

計期間においては各モール内でのアクセス数・転換率・購入単価向上のための施策として、商品ページのUI・UX

の改善に取り組んでおります。また商品数の増加に向けたNB商品の仕入も継続して実施しております。ゴム加工

を施したピーリングタオル「ゴムポンつるつる」、ゴム加工を施したバスブラシ「ゴムポンバスブラシ」、エア

コンの冷却フィン洗浄剤「エアコンクリーナーAg消臭プラス」、エアコンの送風ファン洗浄剤「カビッシュトレ

ール」、新商品の特殊研磨工法「曲げ鎬」を採用した日本製包丁「鎬-shinogi-Neo」が売上を牽引しましたが、

商品のメディア露出が昨年同時期と比較し少なかったことなど複合的な要因から、売上高は457,308千円（前年同

期比21.5％減）となりました。

④ セールスプロモーション

当販売チャネルには、企業等からのプロモーション活動や社内教育に関する依頼に基づいた動画の制作、又は

実演販売士の派遣及び動画への出演による売上が含まれます。当第３四半期累計期間において、実演販売士のイ

ベント出演案件が減少し、売上高は23,713千円（前年同期比63.3％減）となりました。

⑤ デモカウ

当販売チャネルには、当社が消費者へ直接商品を販売するための当社直営店舗「デモカウ」の売上が含まれま

す。当第３四半期累計期間において、骨盤サポートベルト「骨盤整隊カシャーンactive」を含めた骨盤整隊カシ
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ャーンシリーズ、ゴムポンつるつるシリーズ、晴雨兼用の折りたたみ傘「99Tsukumo傘」に加え、新商品の「瞬撥

水Tsukumo傘」、「鎬-shinogi-Neo」が売上を牽引しましたが、売上高は28,283千円（前年同期比2.3％減）とな

りました。

※当期よりECサイト「デモカウ」は、「わくたんマーケット」へリニューアルし、売上高は新たに創設した「わ

くたん」チャネルにて集計しております。

⑥ わくたん

当販売チャネルには、クラウドファンディング事業「わくたん」及び、ECサイト「わくたんマーケット」の売上

が含まれます。当３四半期累計期間においてはECサイト「デモカウ」を、「わくたんマーケット」へリニューアル

しブランド統合を実施し、集客力の強化とコンテンツ量の強化に取り組みました。「わくたん」においては会員数

およびプロジェクト数が堅調に増加し、また「鍋、蒸し、盛り付け！１台３役で１年中使える卓上鍋」プロジェク

トが、プロジェクト単体の応援総額において歴代の最高額を更新しました。「わくたんマーケット」においては

「パルスイクロス」、「ゴムポンつるつる」に加え、新商品の「鎬-shinogi-Neo」が売上を牽引し、売上高は

16,868千円（前年同期比1.7％増）となりました。

※当期よりECサイト「デモカウ」は、「わくたんマーケット」へリニューアルし、売上高は新たに創設した「わ

くたん」チャネルにて集計しております。

⑦ その他

当販売チャネルには、社内販売制度などその他のチャネルの売上が含まれます。当第３四半期累計期間の売上

高は617千円（前年同期比89.7％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べて9,991千円減少し、1,262,340千円となりまし

た。流動資産は、前事業年度末に比べて11,259千円減少し、1,254,494千円となりました。主な要因は、現金及び預

金が52,551千円、前渡金が8,281千円増加した一方で、売掛金が50,281千円、電子記録債権が26,868千円減少したこ

とによるものであります。固定資産は、前事業年度末に比べて1,267千円増加し、7,845千円となりました。主な要

因は、投資その他の資産が684千円増加したことによるものであります。

（負債）

当第３四半期会計期間末における負債総額は、前事業年度末に比べて118,522千円増加し、351,194千円となりま

した。流動負債は、前事業年度に比べて62,850千円減少し、152,901千円となりました。主な要因は、未払費用が

28,078千円増加した一方で、買掛金が87,184千円減少したことによるものであります。固定負債は、前事業年度に

比べて181,372千円増加し、198,293千円となりました。主な要因は、長期借入金が178,874千円増加したことによる

ものであります。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産は、四半期純損失の計上により利益剰余金が128,513千円減少したことに

より、前事業年度末に比べて128,513千円減少し、911,145千円となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年４月14日に公表いたしました通期の業績予想を修正いたしました。詳細につきましては、本日公表の「2026

年２月期通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（４）継続企業の前提に関する重要事項等

当社は、前事業年度末まで３期連続で営業損失、経常損失及び当期純損失を計上し、当第３四半期累計期間におい

ては営業損失128,382千円、経常損失127,996千円及び四半期純損失128,513千円を計上していることから、継続企業の

前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。当社は、このような状況を解消するため、当期にお

いて新商品発売数の増加及び新たな商品卸売店舗の拡大に取り組み、さらに、費用の抑制による収益改善の取り組み

を行うことから、当期においては赤字幅を縮小させて、翌期の業績は黒字化する見通しです。また、当第３四半期会

計期間末において現金及び預金711,285千円を保有しており、当座貸越契約による追加の資金調達余力もあることから

事業運営に必要な資金については確保していると判断しております。以上のことから、現時点において継続企業の前

提に関する重要な不確実性は認められないものと判断しております。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2025年２月28日)

当第３四半期会計期間
(2025年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 658,733 711,285

電子記録債権 27,452 583

売掛金 147,849 97,568

棚卸資産 410,208 414,250

前渡金 11,507 19,788

前払費用 10,412 10,202

前払金 - 1,106

未収入金 176 262

貸倒引当金 △588 △553

流動資産合計 1,265,753 1,254,494

固定資産

有形固定資産 - 583

投資その他の資産 6,578 7,262

固定資産合計 6,578 7,845

資産合計 1,272,331 1,262,340



株式会社コパ・コーポレーション(7689)
2026年２月期 第３四半期決算短信

6

(単位：千円)

前事業年度
(2025年２月28日)

当第３四半期会計期間
(2025年11月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 122,024 34,840

1年内返済予定の長期借入金 - 18,108

未払金 38,126 24,780

未払費用 19,538 47,617

未払法人税等 2,764 3,141

未払消費税等 7,261 7,946

預り金 3,567 5,504

契約負債 2,803 2,218

賞与引当金 19,665 8,745

流動負債合計 215,752 152,901

固定負債

長期借入金 - 178,874

退職給付引当金 9,299 11,796

資産除去債務 7,620 7,622

固定負債合計 16,920 198,293

負債合計 232,672 351,194

純資産の部

株主資本

資本金 401,160 401,160

資本剰余金 389,160 389,160

利益剰余金 249,676 121,162

自己株式 △337 △337

株主資本合計 1,039,659 911,145

純資産合計 1,039,659 911,145

負債純資産合計 1,272,331 1,262,340
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2024年３月１日
至 2024年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年11月30日)

売上高 1,645,213 1,482,465

売上原価 915,804 882,637

売上総利益 729,408 599,828

販売費及び一般管理費 902,225 728,210

営業損失（△） △172,816 △128,382

営業外収益

受取利息及び配当金 71 505

還付加算金 164 -

保険解約返戻金 2,599 -

公演料収入 - 545

その他 227 544

営業外収益合計 3,062 1,595

営業外費用

支払利息 - 896

為替差損 152 244

売掛債権譲渡損 142 68

その他 163 -

営業外費用合計 458 1,209

経常損失（△） △170,212 △127,996

税引前四半期純損失（△） △170,212 △127,996

法人税等 517 517

四半期純損失（△） △170,729 △128,513
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、税引前四

半期純利益又は税引前四半期純損失に法定実効税率を乗じた金額に、繰延税金資産の回収可能性を考慮して計算

しております。なお、法人税等は法人税等調整額を含めた金額であります。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、実演販売関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期累計期間
(自 2024年３月１日
至 2024年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年11月30日)

減価償却費 38,121千円 406千円


